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と
食
事
が
少
な
い
。
達
成
す
る
た
め
に
た
だ
一
生
懸
命
働

く
し
か
な
か
っ
た
。
木
材
の
伐
採
、
ハ
ッ
パ
の
穴
掘
り

で
、
腹
が
減
っ
て
十
分
働
く
こ
と
も
で
き
ず
悲
し
い
思
い

で
過
ご
し
た
。
体
力
が
オ
カ
に
な
っ
て
数
カ
月
、
身
体
検

査
は
尻
の
肉
を
つ
ま
ん
で
診
断
さ
れ
た
。
オ
カ
は
軽
作
業

と
な
っ
た
。

衣
服
は
着
の
身
着
の
ま
ま
、
支
給
さ
れ
る
も
の
以
外
手

に
入
ら
な
い
か
ら
、
休
み
の
間
は
衣
服
の
修
理
で
一
日
を

過
ご
し
た
。
食
事
は
一
回
の
量
が
少
な
い
の
で
い
つ
も
空

腹
で
、
三
年
間
で
米
飯
は
一
度
も
食
べ
た
こ
と
が
な
い
。

ス
ー
プ
に
少
量
の
野
菜
と
魚
肉
が
若
干
あ
る
だ
け
、
野
の

キ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
野
イ
チ
ゴ
等
何
で
も
食
べ
た
。

家
は
木
造
づ
く
り
で
窓
が
少
な
く
電
気
も
な
か
っ
た
。

屋
根
板
を
燃
や
し
て
明
か
り
を
と
っ
た
。
ペ
ー
チ
カ
で
暖

を
と
る
。
畳
一
枚
く
ら
い
の
所
に
一
人
半
ぐ
ら
い
で
寝

た
。教

育
は
「
日
本
新
聞
」
に
よ
り
共
産
党
教
育
を
さ
れ

た
。
民
主
化
さ
れ
た
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
、
早
く
ダ
モ

イ
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

「
生
き
て
帰
国
」
の
一
心
で
過
ご
し
た
。
タ
バ
コ
の
配

給
品
は
戦
友
と
パ
ン
を
交
換
し
た
。

帰
還
の
時
は
骨
折
で
入
院
、
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
は
病
院
か

ら
列
車
で
、
病
院
船
「
高
砂
丸
」
で
あ
っ
た
。

舞
鶴
港
上
陸
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
日
。

抑

留

記
長
野
県

小

平

計

治

長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪
町
大
字
中
箕
輪
で
出
生
。

中
箕
輪
村
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
、
中
箕
輪
青

年
学
校
卒
業
後
、
農
業
を
手
伝
う
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
八
月
に
徴
兵
検
査
に
て
甲

種
合
格
。
昭
和
十
九
年
一
月
十
日
に
群
馬
県
高
崎
市
三
八

連
隊
に
入
隊
。
一
月
二
十
五
日
、
博
多
港
出
航
。
二
十
六

日
、
釜
山
港
上
陸
。
二
十
八
日
、
河
北
省
廊
坊
に
着
。
北

支
派
遣
軍
陣
第
四
二
八
六
部
隊
二
五
大
隊
機
関
銃
中
隊
に

転
属
。
新
安
鎭
付
近
警
備
に
当
た
り
な
が
ら
、
一
期
の
検
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閲
を
終
わ
る
。
そ
の
後
各
地
の
討
伐
戦
に
参
加
。
十
九
年

五
月
十
日
、
河
南
作
戦
に
参
加
、
洛
陽
攻
撃
に
当
た
る
。

作
戦
終
了
後
十
九
年
六
月
、

県
か
ら
大
王
店
方
面
の
警

備
に
当
た
る
。

二
十
年
八
月
、
関
東
軍
に
移
動
す
る
。
八
月
十
五
日
終

戦
、
奉
天
（
瀋
陽
）
に
て
武
装
解
除
。
ソ
連
軍
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
約
一
カ
月
後
、
黒
河
よ
り
舟
で
対
岸
の
ソ
連
ブ

ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
街
に
渡
る
。
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ

ン
ス
ク
よ
り
鉄
道
を
シ
ベ
リ
ア
本
線
の
チ
タ
ま
で
行
く
。

チ
タ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
本
線
を
一
路
モ
ク
ス
ワ
方
面
に
向
か

う
。
途
中
、
バ
イ
カ
ル
湖
畔
を
約
一
日
く
ら
い
走
り
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
の
都
市
に
入
る
。
約
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
走
っ
た
所

で
止
ま
り
、
着
い
た
所
は
北
の
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
の
街
、

そ
こ
で
下
車
。
ソ
連
軍
に
付
き
添
わ
れ
な
が
ら
チ
ェ
レ
ン

ホ
ー
ボ
の
第
二
収
容
所
に
入
る
。
収
容
人
員
約
二
千
人
ぐ

ら
い
。
作
業
は
ウ
ー
ゴ
リ
ス
ク
ラ
ー
ド
炭
坑
で
し
た
。
労

働
時
間
八
時
間
で
、
炭
坑
の
幅
は
長
さ
二
千
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
十
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
露
天
掘
り
で
し
た
。

ハ
ッ
パ
を
か
け
な
が
ら
大
ズ
コ
で
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
載
せ
荷

車
に
載
せ
る
作
業
で
し
た
。
冬
に
な
る
と
零
下
五
〇
度
以

下
に
な
り
、
作
業
に
つ
い
て
は
日
本
人
は
零
下
四
〇
度
く

ら
い
に
な
る
と
作
業
は
中
止
に
な
る
。
ノ
ル
マ
に
つ
い
て

は
七
〇
％
を
目
標
と
す
る
。
一
〇
〇
％
以
上
に
な
る
と
休

み
を
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
有
志
十
五
人
で
話

し
合
い
を
し
、
青
年
行
動
隊
を
作
り
作
業
に
行
き
、
八

〇
％
か
ら
一
〇
〇
％
を
達
成
し
た
。
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
月
に
一
回
く
ら
い
健
康
診
断
を
行
う
。
食
事
は
一
回
に

黒
パ
ン
と
ス
ー
プ
ぐ
ら
い
で
、
時
に
は
黒
ビ
ー
ル
の
差
し

入
れ
も
あ
っ
た
。

帰
還
に
つ
い
て
は
、
作
業
よ
り
収
容
所
に
戻
っ
た
時
に

知
ら
せ
が
あ
っ
て
、
青
年
行
動
隊
の
皆
さ
ん
は
何
日
も
一

〇
〇
％
達
成
し
た
の
で
、
明
日
日
本
に
帰
れ
る
と
の
話
が

あ
り
、
次
の
日
の
夕
方
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
チ
ェ
レ
ン

ホ
ー
ボ
を
後
に
し
て
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
い
、
ナ
ホ
ト
カ
で

下
車
を
し
、
そ
こ
で
十
日
間
共
産
主
義
の
教
育
を
受
け
、

ナ
ホ
ト
カ
で
乗
船
、
舞
鶴
に
向
か
う
。

長
い
抑
留
生
活
も
二
十
三
年
五
月
三
十
日
で
終
わ
り
。

そ
の
抑
留
生
活
の
間
に
共
に
苦
労
し
て
き
た
同
志
が
ど
の
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く
ら
い
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
、
言
い
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。二

十
三
年
五
月
三
十
日
、
舞
鶴
上
陸
、
復
員
。

抑

留

記
長
野
県

黒

川

隆

佐

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
二
日
、
飯
島
町
本
郷

に
生
ま
れ
る
。
家
族
は
両
親
と
、
兄
弟
男
二
人
女
五
人
の

七
人
で
、
農
業
を
や
っ
て
い
た
。
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

農
業
、
ナ
シ
を
作
る
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
十
日
、
現
役
兵
と
し

て
高
崎
の
東
部
三
八
連
隊
に
入
隊
、
毎
日
軍
事
訓
練
。
高

崎
の
観
音
様
へ
よ
く
駆
け
足
で
行
く
。
一
月
二
十
九
日
夜

ひ
そ
か
に
軍
用
列
車
で
高
崎
を
出
発
、
九
州
博
多
港
よ
り

乗
船
す
る
。
雨
の
降
る
中
、
帰
還
兵
と
交
代
に
船
に
乗
り

込
む
。
朝
鮮
釜
山
上
陸
、
列
車
に
て
満
州
よ
り
北
支
へ
。

ま
ず
廊
坊
で
体
力
検
査
、
各
中
隊
へ
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ

れ
中
隊
の
駐
屯
地
へ
向
か
う
。
三
中
隊
は
廊
坊
で
初
年
兵

教
育
を
す
る
。
約
三
カ
月
で
切
り
上
げ
る
。
歩
兵
中
隊
で

豊
田
中
隊
長
で
あ
っ
た
。
教
育
が
終
わ
る
と
私
は
豊
台

へ
。
そ
こ
は
北
支
派
遣
軍
の
六
三
師
団
司
令
部
が
あ
り
、

司
令
部
付
で
当
番
を
や
る
。

河
南
作
戦
が
始
ま
り
師
団
は
が
ら
あ
き
で
あ
っ
た
。
六

月
、
河
南
作
戦
は
終
わ
り
を
告
げ
、
八
月
よ
り
九
月
に
か

け
て
部
隊
は
帰
っ
て
来
る
。
陣
第
四
二
八
六
部
隊
（
独
立

歩
兵
二
五
大
隊
）
は
辰
県
へ
集
結
、
私
は
中
隊
の
本
部
付

に
な
る
。

二
十
年
三
月
ご
ろ
よ
り
北
京
地
区
を
警
備
し
て
い
た
六

三
師
団
は
満
州
へ
移
動
。
朝
鮮
を
通
り
九
州
へ
、
沖
縄
へ

行
く
計
画
で
あ
っ
た
が
変
更
し
て
通
遼
に
集
結
。
そ
の
こ

ろ
（
六
月
ご
ろ
）
既
に
ソ
連
参
戦
の
予
想
が
あ
っ
た
。
北

京
地
区
か
ら
部
隊
が
引
き
揚
げ
て
手
薄
に
な
り
残
留
部
隊

が
や
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
追
い
返
す
た
め
に
六
三
師
団

が
出
動
作
戦
に
満
州
の
国
境
を
越
え
北
支
へ
入
る
。
六
月

ご
ろ
で
あ
っ
た
。
作
戦
を
終
え
満
州
へ
帰
る
。
中
隊
は
満

州
奉
天
（
瀋
陽
）
の
糧
秣
廠
に
入
る
。
奉
天
で
終
戦
、
武
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